
平成２５年度 第６回理事会

日 時 平成２５年１１月８日(金) １５：３０～

場 所 特別会議室

報 告

１．独立行政法人改革及び特別会計の見直しについて

２．特定母樹の大臣告示について

３．森林農地整備センターが実施するシンポジウムの開催について

４．その他

資 料

１－１ 独立行政法人改革及び特別会計の見直しについて（非公表）

２－１ 特定母樹の大臣告示について

３－１ 森林農地整備センターが実施するシンポジウムの開催について

４－１ 主要行事（２０１３年１０月１１日～１１月７日）



特定母樹の大臣告示について

１．今年 5 月に改正された「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措

置法」に基づき、10 月 18 日（金）、農林水産大臣が 44 系統（品種）

を特定母樹に指定する告示が行われた。

２．指定特定母樹 44系統（品種）の内訳

樹 種 カラマツ（グイ ス ギ

マツ）

系統（品 １ １７ ２１ ５

種）数

北海道育種場、 林 木 育 種 セ 関 西 育 種 場 九州育種場

北 海 道 訓 子 府 採 ンター 四 国 増 殖 保

所 在 地 種園 存園

北 海 道 立 総 合 研

究 機 構 林 業 試 験

場

特 定 母 樹 か ら 採 第 2 世代精 第 2 世代精 少花粉品種
備 考 種 し て 配 付 す る 英樹 英樹

種 穂 は ク リ ー ン

ラーチ

（参考）特定母樹の指定基準のポイント

①成長量

概ね 10 年生から 20 年生の間における単木材積が、在来の系統の単

木材積の概ね 1.5倍以上であること

②剛性等

剛性の指標となる測定値が、同様の林分の個体の平均値と比較し

て優れていること

③幹の通直性

曲がりが全くないか、若しくは曲がりがあっても採材に支障がない

ものであること

④雄花着花性（スギ、ヒノキ）

一般的なスギ、ヒノキの花粉量の概ね半分以下であること

２－１
理  事  会  資  料
平成２５年１１月８日
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平成 25年 10月 18日 金曜日 官 報 第 6153号
劉
蓼

覆
ｈ篭
％
牲
紅

覗

日
刊

（行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〔薔
啄
　
　
　
　
〈
「
〕

○
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等

に
関
す
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（三
〇
二
）

〔上
口
　
　
　
一不
〕

○
国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館

等
周
辺
地
域
の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
、
政
党
事
務
所
周
辺
地

域
を
指
定
す
る
件

（総
務
三
九
六
）

○
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（法
務
三
八
六
）

○
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に

お
け
る

「警
察
識
字
能
力
強
化
計
画

（第

二
期
ご

の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（外
務
三

一
五
）

○
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
特
定
母
樹
を
指
定

し
た
件

（農
林
水
産
二
六
六
六
）

○
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（国
土
交
通

一
〇
二
五
、　
一
〇
二
六
）

○
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（同

一
〇
二
七
、　
一
〇
二
八
）

編 集 。印 311
独立行政法人国立印刷局

○

○
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（同

一
〇
二
九
）

○
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（同

一
〇
三
〇
）

○
水
路
測
量
の
実
施
に
関
す
る
件

（海
上
保
安
庁

一
九
五
）

○
海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
実
施

す
る
件

（防
衛

一
九
二
～

一
九
五
）

○
海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
及
び
試

験
並
び
に
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓

練
及
び
試
験
を
実
施
す
る
件
（同

一
九
六
）

○
海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
及
び
水

上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓
練
を
実
施
す

る
件

（同

一
九
七
）

○
海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆

撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（同

一
九
八
）

〔国
会
事
項
〕

〔人
事
異
動
〕

法
務
省
　
外
務
省
　
財
務
省
　
気
象
庁

〔皇
室
事
項
〕

〔官
庁
報
告
〕

労

　

働

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（厚
生
労
働
省
）

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
（同
）

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
六
）

>

○

〔資

　

料
〕

平
成
二
十
五
年
八
月
中
国
際
収
支
状
況

（速

報
）
及
び
平
成
二
十
五
年
四
～
六
月
中
国
際

収
支
状
況

（確
報
×
財
務
省
）

〔ハム
　
　
　
　
生
口
〕

諸

事

項

官
庁有
権
者
申
出
方
、
公
示
送
達
関
係

裁
判
所
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
復
権
、
特
別
清
算
、
再
生

関
係

会
社
そ
の
他

◇
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政

令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（政
令
第
二
〇
二
号
Ｘ
内

閣
府
本
府
）

１
　
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
を
置
く
期
間
を
平
成

二
六
年

一
〇
月
二

一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
条
関
係
）

２
　
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
二
号
ヌ
に
掲
げ
る
業
務
等
に
附
帯
す

る
業
務
と
し
て
、
空
路
に
よ
り
こ
れ
ら
の
業
務
に
従
事

す
る
人
員
の
輸
送
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
必
要
な
物
資

の
補
給
を
行
う
場
合
の
国
際
平
和
協
力
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。 財

翻

罰

醐
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平成 25年 10月 18日  金曜日 官 報 第 6153号
蒔
コ
　
一二
晟
斗
＝
図
計
ョ
轟

【
『
皿
ｏ
琳

Ｎ
Ｉ
Ｓ
ｒ
出

や
湖
『
　
墨
書
督
令
ｏ
迪
Ｎ
コ
け

南
ヨ
　

一ヽ
淵
≧
洞
桐
＞
掛
剛
田
詳
卜
『
皿
Ｎ
蝋
８
巾

卜

・
Ч
へ

。
い
卜

・
）
Ｑ
・
）
こ
Ⅶ
　
困
む
お
や

｝
コ

８
コ
肝

ン
ーー
ヽ

・
ヽ
ヽ
「
ヘ
ベ
　
墨
む
調
■

ド
コ

い
コ
ド

ヘ
く
ヽ
ヽ
プ
・
ヽ
へ
丸
へ
・
ヽ
で
ヽ

「
湯
〓
や
Φ
迪

８
コ
Ｐ

ＩＩ
ン
ヽ
・
ヽ
ヽ
ヽ

。
ヽ
で
ヽ
　
業
湯
じ
や

】
油
田
ロ
ド

ヽ
ヽ
へ
ゝ

・
ヽ
ヘ
ベ
ヽ

・
ヽ
で
ヽ
　
湘
薄
館
０
∞
ｍ
銚

回
籠

南
ヨ
　

一ヽ
弾
≧
謳
嗣
＞
卦
引
気
蝙
８
ｏ
琳
諄
Ｎ

Ч
ヽ
へ
斗

・
十
日
ヽ

・
ヽ
゛
弩
ヽ
　
轟
書
８
０

Ｆ
ｍ
器

田
い

南
ヨ
　
一番
州
〓
輌
輌
＞
尋
苗
準
置
濃
申
諄
ω

ヽ
キ
ヽ
・
――
卜
　
調
書
き
や

い
コ
ヽ
コ
肝

ゝ
ヽ
メ

・
へ
Ｈ
ヽ
　
迅
書
ら
や
８
ｍ
に
コ
ト

プ
Ｃ
ヽ
・
く
Ч
へ
ヽ
　
墨
む
８
■

∞
迪
健
田
籠

プ
Ｇ
ヽ
・
く
ヽ
１
　
■
潟
訓
や
〓
油
曽
□
肝

南
コ
　

詈ヽ
や
≧
獅
繭
ン
尋
卜
浮
靭
８
ｏ琳
善
〓

テ
汁

・
ヽ
ヽ
プ
ーー
ヽ

・
Ш
で
ヽ
へ
螂

・
ロ
マ
〔
プ
　
墨

む
ミ
■
ｏ
コ
器
口
い

串
――
ヽ

・
ン
ロ
Ｌ
Ｉ
ヽ

・
Ш
日
ヽ

・
ヽ
斗
ヽ
口

・
池

・

Ш
で
ヽ
へ
螂
　
墨
掛
ミ
■
●
コ
ヽ
コ
需

準
Ｈ
〃
・
ヽ
Ｎ
ヽ
絆
゛

・
Ш
で
、
へ
螂

・
Ш
ｕ
ヽ
　
当

泌
〓
令

」
ｍ
〓
田
ド

し
〃
・
ゝ
ｃ
）

・
Ш
で
、
ヽ
●

・
ｕ
日
ヽ
　
＝
潟
８
０

ト
コ
〓
コ
Ｐ

南
ヨ
　
ふ
開
麺
ヨ
磁
計
劇
翔
目
Ｎ
『
皿
訊
琳
諄
Ｎ

螢
皿
　
用
む
ふ
Ｒ
ｏ
ｍ
圏
コ
け

南
ヨ
　
舟
帥
獅
刈
Ｈ
帥
■
日
淋
ョ
「
コ
８
８
琳
麟

ω

醜
絡
　
困
書
露
や

い
コ
に
コ
肝

南
ヨ
　
河
酬
枷
糾
爵
帥
斗
訓
剛
酎
淋
し
い
∞
『
皿
〓
琳
Ｎ

如Ｏ
課
洲
　
墨
掛
あ
■
『
油
８
コ
ド

鶏
Ж
識
　
迅
ご
あ
令
應
コ

円
口
け

０
謙
＞
　
業
湯
８
■
∞
コ
ヽ
口
籠

ゆ
諮
渕
　
当
爵
口
■
∞
迪
８
コ
籠

蒔
ヨ
　
河
帥
洞
洲
日
帥
■
酎
剛
目
戦
８
８
琳
占
ト

０
日
洲
　
墨
掛
認
捕
〓
迪
鑢
コ
け

南
ヨ
　
爵
酬
輌
舗
Ｅ
尋
爺
覇
ョ

申
引
皿
ｏ
酬
圏
呻

円
洛
酬
　
墨
書
ふ
Ｒ

Ｆ
油
器
コ
け

歯
澪
蒲
　
困
ざ
８
０
ヽ
コ
圏
□
Ｆ

Ｈ
■
欄
　
欄
爵
も
や

ヽ
コ
圏
□
肝

円
刈
熙
　
引
灘
Ｎ
楡
∞
コ
ド
コ
Ｐ

蒔
ヨ
　
刈
糾
芸
謝
三
図
日
口
颯
胸
ｏ
『
口
岬
琳
８
１
８
∞

巾嘲
日
藩
　
用
ご
８
０

Ｈ
ｍ
Ｏ
コ
ド

書
ヨ
　
刈
洲
畿
蒻
旨
図
訓
コ
４
針
Ｎ
『
皿
８
琳
に
―
に
８

如駐
う
瑯
　
迅
ご
ｏ
ｏ楡
Φ
コ
８
□
い

南
ヨ
　
糾
舛
螢
訓
卦
■
う
酬
ヨ
Ｎ
『
皿
滅
喘
さ

」

０
発
南
　
墨
書
８
楡
Ｎ
コ
健
コ
ド

南
ヨ
　
゛
叫
剛
計
爺
図
針
諄
卦
〓
８
喘
諄

織
洵
　
困
む
ミ
楡

Ｎ
迪
踪
田
駐

鋼
柵
期
　
墨
普
ミ
Ｏ

Ｎ
コ
ト
ロ
ド

綴
剛
直
　
業
爵
覇
総
目
ｍ
ヽ
コ
い

南
ヨ
　
゛
叶
剛
■
■
図
当
米

〓
『
ロ
ト
靭
器
呻

０
口
沐
　
墨
苔
田
や

卜
ｍ
『
ロ
ド

Ｄ
満
罫
　
＝
湯
Ｎ
■
ｏ
コ
い
口
肝

書
ヨ
　
゛
叫
剛
■
戴
図
葺
胸
ω
『
Ш
器
Ｐ琳
占

ン
ン
ヽ
べ
π
・
へ
烈
卜

・
ゞ
へ
し
、
）
ゝ
　
墨
む
さ
や

ω
迪
ド
ロ
肝

゛
へ

・
Ч
へ
￥
ヽ
）
ゝ
　
＝
汗
卜
や

【
迪
ヽ
コ
肝

書
ヨ
　
騒
ど
輌
襲
恥
尋
滸
当
日
「
灘
認
摯
諄

×
Ｈ
ｃ
・
″
τ
」
・
）
と
、
べ

・
ヽ
」
ヽ
τ
　
墨
き
さ

や
Φ
枷
〓
コ
け

口
２
￥
プ
・
パ
）
ヽ
ｃ
・
ヽ
ロ
ン
☆
ヾ
　
＝
爵
ｏ
楡

Ｐ

コ
８
ロ
ド

南
ヨ
　
汁
濁
コ
洵
蒔
期
■
引
コ
剛
い
『
回
〓
喘
〓
―
〓
呻

Ｈ
・画
岬
　
墨
ヽ
思
∞や
「
コ
器
田
い

南
ヨ
　
汁
爾
コ
４
コ
尋
甫
汁
■
日

〓
「
回
ω
琳
〓
珈

戦
罰
撒
　
墨
書
田
や
「
コ
民
国
い

○
外
務
省
告
示
第
二
百
十
五
号

平
成
二
十
五
年
十
月

一
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に
お
け
る

「警
察
識
字
能
力

強
化
計
画

（第
二
期
と
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概

要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
と
の

間
に
行
わ
れ
た
。

１
　
援
助
の
目
的
及
び
内
容
　
警
察
識
字
能
力
強
化
計
画

（第
二
期
）
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
を
購

入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２
　
贈
与
額
　
一一一億
三
百
万
円

３
　
署
名
者

日
　
　
本
　
　
側

前
日
未
央
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

臨
時
代
理
大
使

却鵬腱齢順育科学　ぶ勁
知夕。″葬辞酵長二在
アフ

平
成
二
十
五
年
十
月
十
八
日外
務
大
臣
　
岸
田
　
文
雄

○
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
六
百
六
十
六
号

森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
特
定
母
樹
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
林
　
　
芳
正

指
定
番
号
　
　
　
樹
木
の
名
称

樹
種

鉢物障　本）
晰鮪隋
の氏名
又は名称
及

四　徽耐行数雌敗鱗錦齢輸柵

の
里
一
番
地

一
定
二
十
五
―
　
中
標
津
五
号
　
　
”
れ
は
わ
　
動
鰤
榊
［
列
一
は
中

所
北
海
道
育
種
場

就哺籠輔
邸郡訓子

北
海
道
美
唄
市
光
珠

内
町
東
山

特
定
二
十
五
―

二特
定
二
十
五
―

三特
定
二
十
五
―

四特
定
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プレスリリース

平成25年10月18日

独立行政法人森林総合研究所

森林農地整備センター

森林農地整備センターが実施するシンポジウムの開催について

独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センターは、このたび岩手県盛岡市において、

シンポジウム 「森林を育て森林を活かす」～森林と人と地域のつながりのなかで～ を開
も り も り

催いたします。

シンポジウムでは、震災復興が進められている岩手県において、地域の人々がいかに森林

と関わり、森林づくりがそこに暮らす人々や地域にどのような役割を与えているかについて、

関係者の行っている取り組みの報告をいただきながら、多くの方々に森林・林業の大切さに

ついて理解を深めていただければと考えております。

皆様のご参加をお待ちしています。

《シンポジウムの概要》

日 時：平成25年11月13日（水） 13:00～18:00

場 所：盛岡市民文化ホール 小ホール（盛岡市盛岡駅西通二丁目９番１号）

申込等：入場無料・事前申込不要

主 催：独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター

後 援：岩手県 東北森林管理局 岩手大学 岩手県立大学 岩手県森林組合連合会

岩手県森林・林業会議

内 容：基調講演（岩手大学農学部岡田秀二教授）ほか６名の方々の報告

【お問い合わせ先】

独立行政法人森林総合研究所

森林農地整備センター東北北海道整備局 臼井

TEL 022-723-8808 FAX 022-723-8810

３－１
理  事  会  資  料
平成２５年１１月８日
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主催 独立行政法人 森林総合研究所 森林農地整備センター 

後援 岩手県 東北森林管理局 岩手大学農学部 岩手県立大学 
岩手県森林組合連合会 岩手県森林・林業会議

【お問い合わせ】 
森林農地整備センター 

東北北海道整備局 

℡022-723-8808 

～  森林と人と地域のつながりのなかで  ～ 

▼

森林を育て 

森林を活かす 

も り 

も り 

岡田 秀二（岩手大学農学部教授） 

森林・林業の再生政策と地域 

夕顔瀬橋 

旭橋 

開運橋 

不来方橋 盛南大橋 

杜の大橋 

太田橋 

Ｐ 

西口地区駐車場 

マリオス立体駐車場 

 東西 

自由通路 

地下自由通路 

北
上
川

雫
石
川

Ｐ 
マリオスロード 

マリオス 
盛岡市民文化ホール 盛

岡
駅

アイーナ 

盛岡市民文化ホール 

盛岡市盛岡駅西通2-9-1 

 TEL:019-621-5100 

基調講演（13:20～14:20）

報  告（14:30～18:00）

（独）森林総合研究所 森林農地整備センター シンポジウム 

日時：平成25年11月13日（水）13:00～18:00

会場：盛岡市民文化ホール 小ホール（盛岡市） 
入 場 無 料（事前申込不要） 

➣ 遠野スタイルによる復興支援～被災地産材による住宅復興への挑戦～ 

本田 敏秋（遠野市長） 

➣ 民有林と連携した共同施業団地の取り組みについて 

中村   毅（東北森林管理局計画保全部長） 

➣ 『日本一の水源の郷づくり』を目指す山梨県道志村の取り組みを通して 

泉  桂子（岩手県立大学総合政策学部准教授）

➣ 五葉山－森に親しみ 森を楽しむ 

千葉 修悦（五葉山自然倶楽部事務局長） 

➣ 東日本大震災大津波の襲来を受けた海岸林の土壌塩害実態とその原因 

 小野 賢二（森林総合研究所東北支所主任研究員） 

➣ 水源の森林づくりと地域への貢献 

落合  正之（森林農地整備センター盛岡水源林整備事務所長） 
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

１０月１１日（金） 第５回理事会 理事長、各理事、両監事

１２日（土） 樹木医研修受講者面接（Ⅰ期） 理事長

１４日（月） 樹木医研修開講式（Ⅱ期） 理事長

１５日（火） 日本専門新聞大会フェスティバル 企画・総務担当理事

１６日（水） 農業生物資源研究所創立３０周年記念シンポジウム 理事長

ＲＥＤＤ研究開発センター公開セミナー 企画・総務担当理事

１７日（木） 金指達郎氏告別式 理事長、企画・総務担当理事、研究
担当理事

１８日（金） 森林分野における国際的な動向等に関する報告会 滑志田監事

１８日（金）
～１９日（土）

中部森林学会大会 研究担当理事

２１日（月） 日本学術会議公開シンポジウム　みどりからのメッセージ 理事長、企画・総務担当理事、研究
担当理事、林木育種センター所長

２２日（火）
～２４日（木）

自然再生専門家会議・現地調査 理事長

２３日（水） アグリビジネス創出フェア２０１３ 研究担当理事

２４日（木） アグリビジネス創出フェア２０１３ 企画・総務担当理事、西田監事

２４日（木）
～２５日（金）

GFIS-JapanWS 研究担当理事

２５日（金） 東京大学環境学研究系一般公開 理事長

第５回間伐材活用シンポジウム～国産材活用の推進に向
けて～

業務承継円滑化・適正化担当理事

２６日（土） 樹木医研修受講者面接（Ⅱ期） 理事長

第18回親林の集い 林木育種センター所長

２８日（月） 第４回育種運営会議 理事長、企画・総務担当理事、研究
担当理事、林木育種センター所長

２９日（火） 防災訓練 理事長、企画・総務担当理事

生物多様性日本アワード授賞式 研究担当理事

３０日（水） 行革第３回WGヒアリング 企画・総務担当理事

父島列島生態系保全管理WG 研究担当理事

プラナリア対策・陸産貝類保全検討会 研究担当理事

１１月１日（金） 創立記念式典 理事長、企画・総務担当理事、研究
担当理事、林木育種センター所
長、森林農地整備センター所長、

主要行事（２０１３年１０月１１日～２０１３年１１月７日）
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者
２日（土） サイエンス・フロンティアつくば２０１３ 企画・総務担当理事

２日（土）
～３日（日）

日本爬虫両棲類学会 研究担当理事

５日（火） 明治神宮境内総合調査委員会 理事長

日独バイオマスデー｢木質バイオマスのエネルギー利用｣ 企画・総務担当理事

合板の日記念式典 企画・総務担当理事

６日（水） 庁議 理事長

筑協ランチミーティング 研究担当理事

７日（木） 樹木医制度審議会 理事長

※森林農地整備センター所長は森林業務担当理事が、また林木育種センター所長は育種事業・森林バイオ担当
　理事がそれぞれ担当している。
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